
2024.2.28 [水]  ̶  3.5[火]
※最終日は16：00閉場

■会場/松坂屋静岡店 北館2階 
         アート&ラグジュアリーサロン Blanc CUBE

大杉弘子 書界
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青の彩色古墨を使うようになったのは、1995年ラピスラ

ズリィの連続体【草原の虹】あたりが最初だったように思う。

1998年【隠された秘密】から意図的に用い現在に至る。

【2012橘逸勢終焉地説の謎】【2020書は時代を超えた

メッセージ】のプロジェクトを袋井市で展開した。

2023～24 井上恭介氏が、橘逸勢を【姿なき天才】と銘

打つ連続講座【伊都内親王願文】を新たな視点で読み進

めた。

父入居は遠江守、在原業平の母は伊都、逸勢は業平の 

手本、空海と共に遣唐使、琴書の意味、シンガーソング

ライターなどなど。 そしてついに、伴大納言絵巻へと。

日本文化の根底に輝く【書】の真の意味が明らかになって

いく。文化が歴史を創造する。逆転する。 面白い。

大杉弘子



〒420-8560 静岡市葵区御幸町10番地の2　TEL. 054-254-1111

※一部店舗の営業時間は異なります。

【営業時間】〈2月29日（木）まで〉10：00→19：00　地1・本館1階は10：00→20：00
〈3月1日（金）から〉10：00→18：30、1階/10：00→19：00、地1/10：00→19：30

橘逸勢の玉手箱　伊都 業平　2024 花（龍宮之奥典）　スケッチ2024 乾象十首　日・月・星・風・雲・煙・露・霧・雨・雪　2024

龍宮之奥典　墨骨血筆躯骸2024 玉手箱①　2024
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【イベント】
ライブパフォーマンス ＆ トークショー （入場無料）
大杉氏によるライブパフォーマンスと、
今回のテーマ「姿なき天才 橘逸勢の玉手箱」について
大杉氏とテレビプロデューサー井上恭介氏によるトークショーを開催します。

□日時/3月2日（土） ①11：00～12：00　②14：00～15：00 （各5名限定）
□参加費/税込2,000円（色紙をお持ち帰りいただきます）
□会場/松坂屋静岡店 北館2階 アート＆ラグジュアリーサロン Blanc CUBE
□ご予約は TEL.054-205-2212（BlancCUBE直通）まで  ※先着順受付

※現金のみとさせて
　いただきます

【ワークショップ】
あなたも逸勢の盟友・空海になれる!?
飛白体で書いてみよう!

□日時/2月28日（水） 14：00～14：40
□会場/松坂屋静岡店 北館2階 アート＆ラグジュアリーサロンBlanc CUBE

【井上恭介 プロフィール】  テレビプロデューサー・作家・NHKディレクター・プロデューサーとして30余年、
NHKスペシャルなどの番組を制作した後、独立。「介塾」代表。主な制作番組にNHKスペシャル「故宮・
至宝が語る中華五千年」、NHKスペシャル「里海SATOUMI瀬戸内海」NHKスペシャル「オ願ヒオ知ラ
セ下サイ～ヒロシマ・あの日の伝言」執筆書籍に、「里山資本主義」（角川新書・共著・2014年新書大
賞受賞」「里山資本論」（角川新書）「ヒロシマ 壁に残された伝言」（集英社新書）がある。

【大杉弘子 プロフィール】  磐田南高校　東京学芸大学書道科卒　手島右卿に師事　文化庁特別派遣在外研修員　静岡県文化奨励賞・川村賞受賞　ベルリン・マイセン・デュッセルドル
フ・チューリッヒ・ロンドン・ソウル・代官山等で個展　ワークショップ等多数　JAA日本美術家連盟会員・IAA国際美術家連盟会員・I.A.A.UNESCO

■交通案内／〈電車〉JR静岡駅北口から地下道に入って徒歩3分　〈お車〉国道一号線・JR静岡駅北側です 会場の詳細はこちら ▶
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「玉手箱」には、ほぼ、なにも入っていない。
でも、悲しんだり嘆いたりすることはない。 おもわずあけたら、煙のようなものが、でてくるだろう。
一瞬にして、老人になってしまうだろう。 でも、悲しむことはない。 会いたかった人はもういないのだから。
懐かしいはなし、龍宮城での武勇伝を、きいてくれる人もないのだから。
玉手箱は、やさしい。 ことの道理、自然の摂理を、わきまえている。

「宝石箱」だったら―。 金銀財宝ジャラジャラ。 ゲヘへ、オレのもんだ。 大富豪だ。
パイレーツ・オブ・カリビアンの亡霊やジョニー・デップの、果てなき争奪戦の餌食になる。
強欲の時代は、もうこりごり。
ゴシップや、からさわぎや、かっこだけの真剣（マジ）など、もういらない。
気候変動の嵐をたえしのび、食料やエネルギーの高騰に右往左往する日々。
まごころの世紀への扉を、ひらきたい。
飲めや歌えやの、水中の楽園。 そこに「奥義」がある。 ハヤナリが、こっそり教えてくれた。
伊都内親王願文のなかに、ひそやかにかかれている。

『龍宮の奥典』っていうんだ。 玉手箱にはいっているらしいよ。
さあ。 いって、みてみようじゃないか。 文／井上恭介

飛白（ひはく）体とは、刷毛筆を用いた書法で、かすれが多く、
装飾的なところが魅力の一つです。
空海が唐より持ち帰った書法と言われています。
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